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はじめに 
2017 年も引き続き、地方銀行の大型再編が注目された 1 年だった。2 月には三重県を経営地

盤とする第三銀行と三重銀行が経営統合を発表。3 月には近畿で関西アーバン銀行・近畿大阪銀

行・みなと銀行の 3 行が、4 月には北陸で第四銀行と北越銀行の 2 行がそれぞれ経営統合するこ

とを発表した。 

北海道拓殖銀行の経営破たん以降、金融機関同士の経営統合・再編は大手銀行が中心になって

行われてきた。しかし、近年は日本銀行のマイナス金利政策による貸出金利低下や人口減少のほ

か、フィンテック等の技術革新を通じた異業種の金融分野進出などにより、経営環境が大きく変

わりつつある。 

帝国データバンク仙台支店では、2017 年 10 月末時点の企業概要データベース COSMOS2（全

国 147 万社収録、特殊法人・個人事業主含む）から、宮城県内の企業（約 2 万 4700 社）がメー

ンバンクと認識している金融機関について抽出し集計した。なお、同調査は 2016 年 12 月に次い

で 8 回目。 

※本調査は帝国データバンクが独自に調査・保有している企業概要データベース「COSMOS2」に収録された企業デー

タであるため、各金融機関がメーンとして認識する実数とは異なる。また、一企業に複数のメーンがあるケースでは、当該

企業が最上位として認識している金融機関をメーンバンクとして集計した。

特別企画：第８回 宮城県内企業のメーンバンク実態調査 

七十七銀行が 5 割超、シェア僅かに伸ばす 

～上位 7 行までを地元金融機関が占める～ 

調査結果（要旨） 

1．宮城県内の企業約 2 万 4700 社のうち、各企業がメーンバンクとして認識している金融

機関で最も多かったのは、七十七銀行（仙台市）の 1 万 3809 社で、シェア（構成比）は

56.04％と前回調査のシェアを僅かに伸ばし、圧倒的な存在感を示している 

2．上位 7 行までを地元金融機関が占め、仙台銀行（仙台市）、杜の都信金（仙台市）を含め

た上位 3 行で約 7 割、上位 7 行で約 8 割を占め、地元金融機関の強さが目立つ 

3．主要業種別でも七十七銀行がすべて 1 位。上位 3 行はすべて七十七銀行、仙台銀行、杜

の都信金の順で、約 7 割を占める 

4．売上規模別でも七十七銀行がすべて 1 位。「50 億円以上」は 2 位から 4 位までをメガバ

ンクが占め、売上規模が大きくなるにつれて、メガバンクの存在感が強まる 
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1. 上位 20 行 ～地元の上位 3 行、シェア 7 割超を占める 

 宮城県内の企業がメーンバ

ンクと認識している上位 20 行

は表 1 の通り。1 位は、七十七

銀行（仙台市）で、1 万 3809 社、

シェアにして 56.04％を占め

た。2 位は、仙台銀行（仙台市）

3094 社、同 12.56％、3 位は、

杜の都信金（仙台市）1550 社、

同 6.29％となった。上位 3 行の

シェア合計は 74.89％となっ

た。1 位の七十七銀行が前回調

査より僅かにシェアを 0.20 ポ

イント増加させ、2 位以下を大

きく引き離して 5割を超えるシ

ェアを維持した。 

4 位は、仙南信金（白石市）

588 社、同 2.39％、5 位は、石

巻商工信組（石巻市）499 社、同 2.03％と続き、上位 7 行までを地元金融機関が占め、上位 5 行

は前年と同じ順位だった。10 位以内に入った県外に本店を置く金融機関は、盛岡市の北日本銀行

（8 位）、山形市のきらやか銀行（10 位）となった。メガバンクは三菱東京ＵＦＪ銀行（12 位）

が最高で、三井住友銀行（14 位）、みずほ銀行（16 位）となった。上位 20 行は前年と同じ顔ぶれ

でシェアもほぼ横ばいという結果となった。 

 
2. 業種別 ～すべて七十七銀行、仙台銀行、杜の都信金の順、3 行で約 7 割占める 

  

主要業種別の上位行は表 2（3Ｐ）の通り。 

 業種別では、すべて 1 位が七十七銀行で、シェアは「運輸・通信業」の 48.09％以外はすべて

50％を超え、特に「不動産」・「サービス」では約 6 割のシェアを獲得するなど、2 位以下を大き

く引き離している。すべて上位 3 行までは仙台銀行、杜の都信金の順となり、3 行で約 7 割のシ

ェアを占めており、地元 3 行の強さが目立っている。 

表１（上位20行）
シェア

シェア（％） 増減（ｐｔ）
1 (1) 七十七 仙台市 13,809 56.04% 0.20

2 (2) 仙台 仙台市 3,094 12.56% ▲ 0.07

3 (3) 杜の都信金 仙台市 1,550 6.29% ▲ 0.03

4 (4) 仙南信金 白石市 588 2.39% ▲ 0.02

5 (5) 石巻商工信組 石巻市 499 2.03% 0.02

6 (7) 石巻信金 石巻市 450 1.83% 0.06

7 (6) 宮城第一信金 仙台市 436 1.77% ▲ 0.01

8 (8) 北日本 盛岡市 344 1.40% ▲ 0.01

9 (9) 気仙沼信金 気仙沼市 335 1.36% ▲ 0.01

10 (10) きらやか 山形市 247 1.00% 0.01

11 (11) 東北 盛岡市 245 0.99% 0.01

12 (12) 三菱東京ＵＦＪ 東京都 229 0.93% ▲ 0.02

13 (13) 岩手 盛岡市 225 0.91% 0.04

14 (15) 三井住友 東京都 208 0.84% 0.00

15 (14) 古川信組 大崎市 207 0.84% ▲ 0.03

16 (16) みずほ 東京都 200 0.81% ▲ 0.02

17 (17) 商工中金 東京都 192 0.78% 0.00

18 (18) 山形 山形市 169 0.69% ▲ 0.02

19 (19) 常陽 水戸市 143 0.58% 0.00

20 (20) 仙北信組 栗原市 137 0.56% 0.00

＊順位（ ）内は前年順位

＊シェア増減は前回調査（昨年12月発表）との比較

順位 金融機関名 本店所在地 社数
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表２（主要業種別上位行）

建設 製造
順位 金融機関名 社数 シェア（％） 順位 金融機関名 社数 シェア（％）

1 七十七 4,072 55.92% 1 七十七 1,071 55.06%
2 仙台 1,028 14.12% 2 仙台 235 12.08%
3 杜の都信金 580 7.96% 3 杜の都信金 96 4.94%
4 仙南信金 241 3.31% 4 仙南信金 48 2.47%
5 石巻商工信組 188 2.58% 5 石巻商工信組 45 2.31%
6 石巻信金 184 2.53% 6 北日本 40 2.06%
7 宮城第一信金 143 1.96% 7 商工中金 37 1.90%
8 気仙沼信金 115 1.58% 8 宮城第一信金 35 1.80%
9 北日本 84 1.15% 9 気仙沼信金 32 1.65%

10 東北 80 1.10% 10 東北 30 1.54%
合計 7,282 合計 1,945

卸 小売
順位 金融機関名 社数 シェア（％） 順位 金融機関名 社数 シェア（％）

1 七十七 1,480 57.54% 1 七十七 1,677 52.05%
2 仙台 270 10.50% 2 仙台 478 14.84%
3 杜の都信金 148 5.75% 3 杜の都信金 235 7.29%
4 北日本 57 2.22% 4 石巻商工信組 91 2.82%
5 仙南信金 53 2.06% 5 仙南信金 84 2.61%
6 石巻商工信組 52 2.02% 宮城第一信金 66 2.05%
7 岩手 43 1.67% 石巻信金 66 2.05%

三菱東京ＵＦＪ 40 1.56% 8 気仙沼信金 65 2.02%
石巻信金 40 1.56% 9 北日本 46 1.43%
みずほ 37 1.44% 10 古川信組 39 1.21%
気仙沼信金 37 1.44% 合計 3,222
合計 2,572

不動産 運輸・通信
順位 金融機関名 社数 シェア（％） 順位 金融機関名 社数 シェア（％）

1 七十七 1,020 58.69% 1 七十七 453 48.09%
2 仙台 168 9.67% 2 仙台 149 15.82%
3 杜の都信金 132 7.59% 3 杜の都信金 53 5.63%
4 宮城第一信金 43 2.47% 4 石巻商工信組 43 4.56%
5 きらやか 29 1.67% 5 商工中金 34 3.61%

6 三井住友 26 1.50% 6 石巻信金 26 2.76%
7 石巻信金 25 1.44% 7 仙南信金 22 2.34%

東北 23 1.32% みずほ 15 1.59%
北日本 23 1.32% 三井住友 15 1.59%

10 仙南信金 22 1.27% 10 宮城第一信金 14 1.49%
合計 1,738 合計 942

サービス
順位 金融機関名 社数 シェア（％）

1 七十七 3,751 59.47%
2 仙台 700 11.10%
3 杜の都信金 288 4.57%
4 仙南信金 108 1.71%
5 宮城第一信金 98 1.55%
6 北日本 80 1.27%

7 三菱東京ＵＦＪ 73 1.16%
8 石巻信金 72 1.14%

みずほ 64 1.01%
古川信組 64 1.01%

合計 6,307
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3. 売上規模別 ～売上規模が大きくなるにつれメガバンクの存在感強まる 

  

融資先の売上規模別の上位行は表 3 の通り。ここでも、七十七銀行が各売上規模で 5 割を超え、

幅広く融資先を有していることがわかる。売上規模が大きくなるにつれメガバンクの存在感が強

まっており、「50 億円以上」は 2 位～4 位をメガバンク 3 行が占めるなど、地元金融機関は七十七

銀行・仙台銀行の２行のみだった。 

 

表３（売上規模上位行）

5000万円未満 5000万円以上1億円未満
順位 金融機関名 社数 シェア（％） 順位 金融機関名 社数 シェア（％）

1 七十七 5,071 57.42% 1 七十七 2,522 54.52%
2 仙台 1,156 13.09% 2 仙台 623 13.47%
3 杜の都信金 620 7.02% 3 杜の都信金 344 7.44%
4 仙南信金 218 2.47% 4 仙南信金 146 3.16%
5 宮城第一信金 163 1.85% 5 石巻商工信組 112 2.42%
6 石巻信金 163 1.85% 6 石巻信金 99 2.14%
7 石巻商工信組 161 1.82% 7 宮城第一信金 84 1.82%
8 気仙沼信金 136 1.54% 8 北日本 59 1.28%
9 北日本 116 1.31% 9 気仙沼信金 55 1.19%
10 古川信組 92 1.04% 10 岩手 53 1.15%

合計 8,831 合計 4,626

1億円以上5億円未満 5億円以上10億円未満
順位 金融機関名 社数 シェア（％） 順位 金融機関名 社数 シェア（％）

1 七十七 4,219 54.91% 1 七十七 829 54.79%
2 仙台 1,044 13.59% 2 仙台 145 9.58%
3 杜の都信金 478 6.22% 3 杜の都信金 74 4.89%
4 仙南信金 182 2.37% 4 商工中金 38 2.51%
5 石巻商工信組 178 2.32% 5 仙南信金 34 2.25%
6 石巻信金 153 1.99% 6 三菱東京ＵＦＪ 32 2.12%
7 宮城第一信金 151 1.97% 7 北日本 29 1.92%
8 気仙沼信金 112 1.46% 8 石巻商工信組 28 1.85%
9 北日本 108 1.41% 9 きらやか 27 1.78%

岩手 84 1.09% 10 三井住友 26 1.72%
きらやか 84 1.09% 合計 1,513

合計 7,683

10億円以上50億円未満 50億円以上
順位 金融機関名 社数 シェア（％） 順位 金融機関名 社数 シェア（％）

1 七十七 862 61.57% 1 七十七 207 50.00%
2 仙台 103 7.36% 2 みずほ 39 9.42%
3 商工中金 39 2.79% 3 三井住友 26 6.28%
4 みずほ 38 2.71% 4 三菱東京ＵＦＪ 22 5.31%
5 三菱東京ＵＦＪ 34 2.43% 5 農林中金 12 2.90%

三井住友 30 2.14% 6 仙台 10 2.42%
杜の都信金 30 2.14% 7 商工中金 8 1.93%

8 北日本 28 2.00% 8 岩手 6 1.45%
9 常陽 27 1.93% きらやか 5 1.21%
10 東邦 17 1.21% 信金中央金庫 5 1.21%

合計 1,400 合計 414
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4. まとめ ～七十七銀行の存在感、地元金融機関の強さ目立つ 

  

七十七銀行が業種別、売上規模別ともに 2 位以下を大きく引き離して圧倒的な存在感を示した。

また、メーン取引企業数上位 7 行（2P、表１参照）までを地元金融機関が占めており、地元金融

機関の強さが裏付けられた結果となった。 

国内金融業界ではマイナス金利下における収益力の低下や異業種からの参入など、経営環境は

大きく変わりつつあり、過度な金利競争から脱却する新たなビジネスモデルへの転換が急務とな

っている。金融庁は、従来の信用保証・担保依存から「事業性評価」に基づく融資姿勢への転換

や、企業の経営支援を重視する「金融仲介機能のベンチマーク」の利用を金融機関へ積極的に呼

び掛けてきた。こうしたなか、2017 年 5 月に同庁が実施した企業向けアンケートでは、経営上

の課題をよく聞いてくれる地銀ほど、利回りの低下幅が緩やかとなる傾向が明らかとなった。こ

うした金融仲介機能の十分な発揮に向け、地域金融機関においては金融庁が「平成 29 事務年度 

金融行政方針」で示す「持続可能なビジネスモデルの構築」への対応が急がれよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当レポートの著作権は株式会社帝国データバンクに帰属します。 

当レポートはプレスリリース用資料として作成しております。報道目的以外の利用につきましては、著作権法

の範囲内でご利用いただき、私的利用を超えた複製および転載を固く禁じます。 

【内容に関する問い合わせ先】  

株式会社帝国データバンク 仙台支店 担当:紺野 

TEL 022-221-3480  FAX 022-265-5060 


